
資料紹介 落合変形菌類コレクション

「変32Fi類」をご存知ですか?またの
名を「粘菌」といい、手塚治虫さんや宮

崎駿さんのマンガに、ねばねばした気昧

の悪い生き物として登場してきます。実

際に森の中で、大きなアメーパとして細

菌を食べながら落葉の上を動き回る姿

はなんとも動物的です。しかし、このア

メーパは、あるとき一晩にして、小さなキ

ノコのような形のつぶつぶ(子実体)に

変身します。それで「形を変える菌類Jと
名付けられたのでしよう。子実体は沢山

の胞子を作り、これを煙のように飛ばし

ます。胞子は発芽して、鞭毛を作り泳ぎ

回った後にまたアメーパになります。乙

んな不思議な生活をしているということ

に加え、色鮮やかなビーズ玉のような姿

の子実体は実にチャーミングなので、多

くの人々の心をとらえてきました。南方熊

楠とpう博物学者が、キャラメルの箱に

詰めた標本を昭和天皇に献上したとい

う逸話は有名です。変形菌類の子実体

はほとんど水分を含まないため、きれい

な乾燥標本にできるのです。

故落合英二先生もとの生き物に出会

い、その魅力に惹かれた一人でした。先

生は、東京大学医学部の教授をなさり、

文化勲章まで受賞された著名な薬学者

でしたが、変形菌類にも興味を持ってお

られました。晩年、先生はお住まいの鎌

倉市でみちくさ会とpう植物愛好会の指

導に当たっておられましたが、ごの会の

メンバーで、あった森脇美武・大野久良
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夫先生(当時聖光学院中学高等学校教

諭)は落合先生と親交を深められ、「研

究所に保管してしまっては、変形菌類の

標本が子供達の手に触れることは少な

いだろうから、あなたのような現場の先

生の手元において若い人達の為に活

用してくださLリとごとづけられて標本を

譲り受けました。私が中学生だった頃、

学校の生物室で、見事に箱の中に並ん

だ、との宝石のようなコレクションを見せ

てもらったときの鮮烈な印象を今でもよ

く覚えています。そして時が経ち、私は

学芸員となり、今度は私が、恩師の森

脇、大野先生から「より多くの子供達に

触れさせてあげるように」と、一昨年、こ

のコレクションをお預かりしました。責任

重大ですl

コレクションにはいくつの標本が含ま

れており、いつど乙で誰によって採集さ

れたものなのかといったデ」タはとても

大切な情報です。中学1年生だった沢

田莱荊亜さん(その後、現在も中学生の

仲間たちとともに博物館のボランティア

として活躍してくれています)にお子伝

いをしてもらって、まずこれを整理してリ

ストを作る作業を開始しました。その結

果、落合コレクションは計213点の標本

を含み、その多くは栃木県で変形菌類

の研究をしていた故菊池理一先生が昭

和2年一41年の聞に主に栃木県で採集

されたものであるごとがわかりました。丁

度その整理が終わった頃、栃木県立博
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出川洋介 (学芸員)

標本整理をする沢田さん

物館の福田虞一学芸員が、菊池理一氏

生誕100周年を記念した展示を企画さ

れ、落合コレクションは-s.、栃木県まで

里帰り展示の旅をしました。そして今度

は、高知県まで旅をして、世界の第一線

で、変形菌類の分類の研究に携わってお

られる山本幸憲先生に、現在の正しい

名前を調べて頂きました。山本先生は

「これは非常に重要な標本であるリと、

お忙しい時聞を割いて綿密に調べて下

担当ました。詳細な検討の結果は、近々、

博物館の紀要に発表の予定です。

こうして、様々な運命をたどった標本

は博物館に収まり、今もチャーミンクゃなそ

の姿をよく留めています。皆さんは博物

館の標本をご覧になった乙とがあります ，

か?標本は、何世代にも渡り時を超え私

達の大切な財産として永遠の命を持つ

ものです。しかし、それは活用されてこそ

意味を持つものです。落合先生の遺志

を尊重して、私はこのコレクションが若い

皆さんの好奇心を揺さぶる原動力にな

ることを切に願います。博物館の収蔵庫

で、落合コレクションは博物学者の卵の

皆さんの来訪を今日も待っています。
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